
朝夕めっきりと涼しくなり、上着が欲しい季節に ２ 月 振替休日 PTAの活動
なりました。耳を澄ませば、先日まで聞かれたセミ ３ 火 全校朝会・弁当持参
の声に代わってコオロギや秋の虫の鳴き声に気がつ ４ 水 委員会 (交通安全指導)

きます。「秋らしくなったね」「日 ５ 木 １年お話会、４年能学習 3日(火）

本は四季が感じられていいねぇ」 ６ 金 交通安全指導 16日(月）

と思います。 ９ 月 体育の日
ところで皆さんは、私達が暑さ 11 水 クラブ 本部役員会

を感じるセミの鳴き声も涼しさを 12 木 参観・懇談会（全学年） 13日(金）

届けてくれる虫の声も、風を感じる風鈴の音も外国 13 金 学校諸費用引き落とし 18時30分

の人たちにとっては、工場の音と同じくらいにしか 17 火 ２年町探検
聞こえていないことをご存知でしょうか。それら全 19 木 ２年お話会
ては、環境音として右脳(音楽脳)で処理をされ、私 20 金 漢字検定
達のように感情を伴って音に意味合いをもたせたり 23 月 １年社会見学(磯城野高 他)
感慨深く聞いたりすることがないようです。研究に 24 火 避難訓練(火災)
よれば、日本語の特性上、母音(あいうえお)に意味 25 水 F活動S、委員会
があり、左脳(言語脳)で言葉やそれらの音を聞いて 30 月 個人懇談
いることに関係があるようです。この日本人が昔か 31 火 個人懇談
らもち合わせている感性をフルに活かして、読書の ※視力検査…1年(16日)、2年(17日)、3年(18日)
秋、食欲の秋、芸術の秋を満喫したいものです。 4年(19日)、5年(20日)、6年(23日)

※体重測定…1年(30日)、2年(31日)

第９回運動会 ９月３０日(土)
〈11月の主な行事予定〉

天候に恵まれた秋空のもと無事に運動会を終える 1日 個人懇談 2日 個人懇談 6日 全校朝会
ことができました。今年は、開催時期を早めた関係 7日 3,4年の遠足 10日 1,2年遠足
で残暑が心配されましたが、暑さが厳しい日も少な 13～14日 6年修学旅行 14日 ２年社会見学
く、クールダウンのために教頭先生が中庭入り口に 16日 就学児健康診断 20日 マラソン練習開始
設置してくれたミストも出番なく寂しげでした。 21日 F活動L 29日 クラブ、教育委員会学校訪問
学校では大きな行事の運動会。厳しい練習や仲間 30日 5年遠足

との協力、負けたときの気持ちの切り替えや心の鍛
錬、ドキドキの本番でやりきった充実感等々、様々
な場面で子ども達のがんばりが 川西町が能楽観世流の発祥の地とさ
見られ、一人ひとりの成長の糧 れていることから本校では、１５年前
となったと思います。 から４年生の総合的な学習の時間を使
今後とも本校教育に、より一 って能の学習に取り組んでいます。指

層の御理解と御協力をお願いし 導者や予算の確保が難しいため全国的にみても、たい
ます。 へん貴重な学習の機会となっています。謡(うたい)の

｢玄象(げんじょう)｣については、基本として全員がで
きるようにしますが、仕舞(しまい)、小鼓、太鼓は、９月１５日まで
各自が希望するものを精進していきます。ご挨拶の仕

式下中学校において「生命のメッセージ展」が開 方やおけいこ中の正座、お腹から声を出すこと、お扇
催され、教職員で参加しました。 子の扱い方、立ち方・座り方や足の運び方など、能楽
メインの展示は犠牲者一人ひとりの等身大の人型 の動きは、日本の伝統的な礼儀作法に通じています。

(メッセンジャー)と彼らの遺品の｢靴｣でした。また 例年、６年生を送る会での披露を目指してお稽古を
人型には一人ひとりの素顔や遺された家族の綴った しますが、能の学習を通じて郷土に対する愛着や誇り、
メッセージが添えられていました。そこには犯罪や 情操豊かな心、表現力、忍耐力が育つことを願ってい
理不尽な事故で突然、命を奪われた人たちの生きた ます。
証がありました。「人が暴力的に生命を奪われるこ
となく精一杯生きることが出来る社会であるように」

～ちょっと 情報～

との強い願いが伝わってくるもので、亡くなった生 漢字検定にチャレンジ !
命がそのことを私達に語ってくれていました。 今年度は、５、６年で３７名の受検希望
生命のメッセージ展で共感できた「かけがえのな がありました。夏休み前に告知をしたことも

い命の輝き」を自分一人の思いにとどめることなく、 あって、昨年の２倍以上の申し込みでした。
未来を生きる子ども達と共有できるものにしていき 日頃の学習成果を十分に発揮して、合格目
たいものです。 指してがんばってほしいと思います。

１０月の主な行事

今月の生活・保健目標

○身だしなみをきちんとしよう。

○目を大切にしよう。
響学校だより

１０月号 文責 大塚博守


